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【公開日】平成30年2月22日(2018.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-007
【出願番号】特願2017-222429(P2017-222429)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月3日(2018.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行う遊技機であって、
　前記所定の遊技に関する画像を所定周期毎に更新して表示する画像表示手段と、
　前記画像表示手段に表示される画像を構成する複数種類の部品画像を記憶する画像記憶
手段と、
　前記複数種類の部品画像を前記所定周期と同期して出力画像領域に配置し、該配置され
た画像を前記画像表示手段に表示する出力画像作成手段と、
　前記複数種類の部品画像に含まれる配置対象画像を一時記憶領域に配置することにより
前記所定周期と同期して仮画像を作成する仮画像作成手段とを備え、
　前記出力画像作成手段は、前記仮画像作成手段により作成された仮画像を前記出力画像
領域に配置する仮画像配置手段を含み、
　前記仮画像配置手段は、前記複数種類の部品画像に含まれる背景画像が前記出力画像作
成手段により前記出力画像領域の基準位置に配置されてから、該背景画像に重複するよう
に、前記仮画像作成手段により作成された仮画像の配置位置を時間経過に伴い変更して前
記出力画像領域に配置し、
　前記仮画像作成手段により作成された仮画像の配置位置を変更して前記出力画像領域に
配置した場合に、前記画像表示手段の表示領域のうち該仮画像が表示されない領域にて所
定の演出画像を表示し、
　前記仮画像配置手段は、特定期間にて、前記仮画像作成手段により作成された仮画像を
前記一時記憶領域から読み出して前記出力画像領域に配置し、前記出力画像作成手段は、
前記特定期間以外の期間にて、前記複数種類の部品画像を前記画像記憶手段から読み出し
て前記出力画像領域に配置する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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（手段Ａ）上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、所定の遊技を行う遊技機であっ
て、前記所定の遊技に関する画像を所定周期毎に更新して表示する画像表示手段と、前記
画像表示手段に表示される画像を構成する複数種類の部品画像を記憶する画像記憶手段と
、前記複数種類の部品画像を前記所定周期と同期して出力画像領域に配置し、該配置され
た画像を前記画像表示手段に表示する出力画像作成手段と、前記複数種類の部品画像に含
まれる配置対象画像を一時記憶領域に配置することにより前記所定周期と同期して仮画像
を作成する仮画像作成手段とを備え、前記出力画像作成手段は、前記仮画像作成手段によ
り作成された仮画像を前記出力画像領域に配置する仮画像配置手段を含み、前記仮画像配
置手段は、前記複数種類の部品画像に含まれる背景画像が前記出力画像作成手段により前
記出力画像領域の基準位置に配置されてから、該背景画像に重複するように、前記仮画像
作成手段により作成された仮画像の配置位置を時間経過に伴い変更して前記出力画像領域
に配置し、前記仮画像作成手段により作成された仮画像の配置位置を変更して前記出力画
像領域に配置した場合に、前記画像表示手段の表示領域のうち該仮画像が表示されない領
域にて所定の演出画像を表示し、前記仮画像配置手段は、特定期間にて、前記仮画像作成
手段により作成された仮画像を前記一時記憶領域から読み出して前記出力画像領域に配置
し、前記出力画像作成手段は、前記特定期間以外の期間にて、前記複数種類の部品画像を
前記画像記憶手段から読み出して前記出力画像領域に配置することを特徴とする遊技機。
（１）上記目的を達成するため、本発明の他の遊技機は、所定の遊技を行う遊技機（例え
ばパチンコ遊技機１など）であって、前記所定の遊技に関する画像を所定周期毎に更新し
て表示する画像表示手段（例えば画像表示装置５など）と、前記画像表示手段に表示され
る画像を構成する複数種類の部品画像を記憶する画像記憶手段（例えば画像データメモリ
１３１など）と、前記複数種類の部品画像を前記所定周期と同期して出力画像領域に配置
し、該配置された画像を前記画像表示手段に表示する出力画像作成手段（例えばステップ
Ｓ７０５～Ｓ７０７の処理を実行した後、仮画像対象フラグがオフに対応してステップＳ
７０８～Ｓ７１０の処理を実行するＶＤＰ１３０など）と、前記複数種類の部品画像に含
まれる配置対象画像を一時記憶領域に配置することにより前記所定周期と同期して仮画像
を作成する仮画像作成手段（例えばステップＳ７０６の処理を実行した後、仮画像対象フ
ラグがオンに対応してステップＳ７０８～Ｓ７１０の処理を実行するＶＤＰ１３０など）
とを備え、前記出力画像作成手段は、前記仮画像作成手段により作成された仮画像を前記
出力画像領域に配置する仮画像配置手段（例えばステップＳ７０７の処理を実行した後、
仮画像対象フラグがオフに対応してステップＳ７０８～Ｓ７１０の処理を実行するＶＤＰ
１３０など）を含み、前記仮画像配置手段は、前記複数種類の部品画像に含まれる背景画
像が前記出力画像作成手段により前記出力画像領域の基準位置に配置されてから、該背景
画像に重複するように、前記仮画像作成手段により作成された仮画像の配置位置を時間経
過に伴い変更して前記出力画像領域に配置し（例えば図１４（Ｂ）に示す仮画像揺動表示
設定例を参照）、前記仮画像作成手段により作成された仮画像の配置位置を変更して前記
出力画像領域に配置した場合に、前記画像表示手段の表示領域のうち該仮画像が表示され
ない領域にて所定の演出画像を表示する。このような構成によれば、配置対象画像を一時
記憶領域に配置することにより作成された仮画像の配置位置を時間経過に伴い一括して変
更するため、表示画像の位置を変化させる処理負担の増大を防止しつつ多様な画像を表示
できる。前記出力画像作成手段と前記仮画像作成手段は、前記出力画像領域と前記一時記
憶領域のいずれかを指定する配置指定情報に応じて、共通の処理により、前記画像記憶手
段から読み出した部品画像を前記出力画像領域と前記一時記憶領域のいずれかに配置可能
であってもよい。前記出力画像作成手段は、前記画像記憶手段と前記一時記憶領域のいず
れかを指定する読出指定情報に応じて、共通の処理により、前記画像記憶手段から読み出
した部品画像と前記一時記憶領域から読み出した仮画像のいずれかを前記出力画像領域に
配置可能であってもよい。
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